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あ
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あ
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り

〜
月
の
沙
漠
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が

〜
月
の
沙
漠
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が

開
園
し
ま
し
た
〜

開
園
し
ま
し
た
〜

「月の沙漠」御宿の夏がはじまりました。白い砂浜や青く澄「月の沙漠」御宿の夏がはじまりました。白い砂浜や青く澄
んだ海では、いつものラクダが多くの方々をお迎えし、潮風んだ海では、いつものラクダが多くの方々をお迎えし、潮風
漂う海辺のプールがオープンしました。漂う海辺のプールがオープンしました。
ギラギラとした夏の日差しが照りつけるなか、家族連れやギラギラとした夏の日差しが照りつけるなか、家族連れや

グループなどたくさんの観光客で賑わい、開放感あふれる雰グループなどたくさんの観光客で賑わい、開放感あふれる雰
囲気は、余暇を楽しむ人たちの笑顔でいっぱいです。今年の囲気は、余暇を楽しむ人たちの笑顔でいっぱいです。今年の
夏もたくさんの方々が、御宿での素敵な思い出を心に焼き付夏もたくさんの方々が、御宿での素敵な思い出を心に焼き付
けています。けています。
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今
年
は
、
梅
雨
時
期
で
も
雨
が

少
な
く
、
晴
天
で
暑
い
日
が
続
き

ま
し
た
。
６
月
中
か
ら
海
は
賑
わ

い
は
じ
め
て
お
り
、
７
月
７
日
に

海
開
き
、
７
月
14
日
に
プ
ー
ル
開

き
が
行
わ
れ
、
待
ち
に
待
っ
た
夏

の
御
宿
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

海
開
き
当
日
は
、
あ
い
に
く
の

空
模
様
と
な
り
ま
し
た
が
、
海
水

浴
場
開
設
期
間
中
の
安
全
を
関
係

者
一
同
で
祈
願
し
た
後
、
今
年
も

御
宿
の
海
を
守
る
拓
殖
大
学
ラ
イ

フ
セ
ー
ビ
ン
グ
チ
ー
ム
に
よ
る
海

難
救
助
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
安
全
で
快
適
な
海

水
浴
場
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

ま
た
、
御
宿
活
性
化
委
員
会
に

よ
る
「
お
ん
じ
ゅ
く
Ｄ
Ｅ
元
気
プ

ロ
グ
ラ
ム
」の
一
環
と
し
て
、ビ
ー

チ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
と
オ
ー

シ
ャ
ン
ス
イ
ム
教
室
が
中
央
海
水

浴
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ビ
ー
チ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室
は
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
、
ヨ
ガ
、
空
手
や
ボ

ク
シ
ン
グ
な
ど
、
様
々
な
要
素
を

取
り
入
れ
た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
教
室

と
な
っ
て
お
り
、
参
加
し
た
人
た

ち
は
、
快
適
な
ビ
ー
チ
で
、
心
地

好
い
汗
を
か
い
て
い
ま
し
た
。

オ
ー
シ
ャ
ン
ス
イ
ム
教
室
で
は
、

小
さ
い
子
ど
も
も
参
加
し
、
海
で

の
遠
泳
方
法
に
つ
い
て
、
今
ま
で

知
ら
な
か
っ
た
技
術
を
分
り
易
く

指
導
し
て
も
ら
い
、
熱
心
に
講
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の

オ
ー
シ
ャ
ン
ス
イ
ム
教
室
は
、
８

月
19
日
と
９
月
15
日
に
も
予
定
さ

れ
て
お
り
、９
月
16
日
に
は
、レ
ー

ス
大
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

楽
し
み
な

楽
し
み
な

夏
の
は
じ
ま
り

夏
の
は
じ
ま
り

▲

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
要
素
を
取
り
入
れ

た
優
雅
な
フ
ラ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

ま
た
、
岩
和
田
海
水
浴
場
で
は
、

岩
和
田
売
店
組
合
に
よ
る
宝
探
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
で
３
回

目
を
迎
え
る
宝
探
し
は
、
大
好
評

で
、
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
、

景
品
の
番
号
が
入
っ
た
封
筒
を
見

つ
け
た
歓
声
と
、
家
族
の
声
援
に

会
場
は
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

▲

安
全
を
祈
願
し
た
修
祓
式

▲

彼
ら
が
海
の
安
全
を
見
守

り
ま
す

▲
海
の
遠
泳
方
法
に
つ
い
て
の

実
技
教
室

▲

夢
中
で
砂
を
掘
り
返
し
、
砂
に
埋

も
れ
た
宝
の
封
筒
を
探
し
ま
し
た

ル
ー
ル
を
守
っ
て

ル
ー
ル
を
守
っ
て

楽
し
く

楽
し
く

過
ご
し
ま
し
ょ
う

過
ご
し
ま
し
ょ
う

毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
全

国
で
痛
ま
し
い
水
難
事
故
が
発
生

し
ま
す
。
海
水
浴
場
や
プ
ー
ル
で

は
、
皆
さ
ん
が
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
、
安
全
対
策
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
各
自
の
注
意
が
重
要
で

す
。
遊
泳
禁
止
の
場
所
や
ア
ル

コ
ー
ル
を
摂
取
し
て
す
ぐ
の
遊
泳

は
、
非
常
に
危
険
で
す
。
泳
ぐ
前

の
準
備
運
動
を
忘
れ
ず
に
行
う
ほ

か
、
小
さ
な
お
子
様
か
ら
は
絶
対

に
目
を
離
さ
な
い
よ
う
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
海
の
周
り
で
は
、
悪
質

な
路
上
駐
車
が
多
く
な
る
こ
と

か
ら
、
町
で
は
、
警
察
と
協
力

し
、
７
月
23
日
か
ら
８
月
22
日
ま

で
、
月
の
沙
漠
通
り
を
両
側
駐
車

禁
止
と
し
、
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ン

の
設
置
を
行
う
な
ど
交
通
安
全
対

策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

町
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
観
光
客

が
訪
れ
、
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
交

通
量
が
増
加
し
ま
す
の
で
、
事
故

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

訪
れ
た
方
皆
さ
ん
が
楽
し
い
想

い
出
を
心
に
刻
み
、
御
宿
町
と
し

て
素
晴
ら
し
い
夏
に
す
る
た
め
に

も
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
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●1609年　サン・フランシスコ号
岩和田田尻沖で座礁

　　スペイン領フィリピン諸島総督ドン・ロドリゴ
　　一行を岩和田村民が救助（写真①）

●1928年　日西墨三国交通発祥記念之碑●1928年　日西墨三国交通発祥記念之碑
（メキシコ記念塔）建立（メキシコ記念塔）建立（写真②）（写真②）

●1978年　メキシコ アカプルコ市と姉妹都市協定を締結●1978年　メキシコ アカプルコ市と姉妹都市協定を締結

●1978年　メキシコ ロペス大統領来町●1978年　メキシコ ロペス大統領来町（写真③）（写真③）

●1979年　ロドリゴ（夷隅郡市一周）駅伝大会開始●1979年　ロドリゴ（夷隅郡市一周）駅伝大会開始
●1988～1990年　メキシコ友好親善使節団訪墨●1988～1990年　メキシコ友好親善使節団訪墨

●1994年　メキシコ少年野球団ホームステイ受入開始●1994年　メキシコ少年野球団ホームステイ受入開始（写真④）（写真④）

●1998年　日西墨三国交通発祥記念之碑建立70周年記念式典開催●1998年　日西墨三国交通発祥記念之碑建立70周年記念式典開催

  
後
世
に
伝
え
よ
う

後
世
に
伝
え
よ
う

写真写真①①写真写真②②

写真写真③③写真写真④④

サン・フランシスコ号漂着400周年
メキシコ記念塔建立80周年

先
人
た
ち
の
偉
業
を

先
人
た
ち
の
偉
業
を
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１
６
０
９
年
に
メ
キ
シ
コ
へ
航

海
中
の
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号

が
岩
和
田
田
尻
沖
に
漂
着
し
、
当

時
の
岩
和
田
村
民
が
、
こ
の
船
に

乗
る
ド
ン
・
ロ
ド
リ
ゴ
一
行
を
総

出
で
救
助
し
た
歴
史
的
事
実
か
ら

４
０
０
年
、
ま
た
、
こ
の
史
実
に

よ
り
、１
９
２
８
年
に
ス
ペ
イ
ン
・

メ
キ
シ
コ
と
の
国
交
、
親
睦
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
「
日
西
墨
三
国
交

通
発
祥
記
念
之
碑
（
メ
キ
シ
コ
記

念
塔
）」
が
建
立
さ
れ
て
か
ら
80

年
を
迎
え
ま
す
。
町
で
は
、
先
祖

の
偉
業
を
広
く
後
世
に
伝
え
る
た

め
、
本
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま

で
の
３
ヵ
年
に
わ
た
り
記
念
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
記
念
事
業
の
企
画
・
立
案

に
あ
た
っ
て
は
、
行
政
だ
け
で
な

く
、
様
々
な
方
々
の
意
見
を
反
映

し
、
地
域
ぐ
る
み
で
創
り
あ
げ
る

こ
と
か
ら
、
議
会
、
町
内
各
団
体
、

学
識
経
験
者
、
公
募
に
よ
る
住
民

で
構
成
さ
れ
る
「
メ
キ
シ
コ
記
念

塔
建
立
80
周
年
、
サ
ン
・
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
号
漂
着
４
０
０
周
年
記
念

事
業
企
画
実
行
委
員
会
」
を
設
置

し
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
の
伝
承

と
住
民
協
働
に
よ
る
地
域
振
興
を

推
進
し
ま
す
。

６
月
28
日
に
第
１
回
の
会
議
が

開
催
さ
れ
、
こ
の
実
行
委
員
会
の

中
で
、
今
後
の
事
業
実
施
に
向
け

た
３
つ
の
小
委
員
会
を
設
置
し
ま

し
た
。

小
委
員
会
は
、
既
存
イ
ベ
ン
ト

と
記
念
事
業
の
位
置
づ
け
や
協
働

の
手
法
を
検
討
す
る
「
協
働
施
策

小
委
員
会
」、
史
実
の
検
証
や
歴

史
・
文
化
性
に
富
ん
だ
取
り
組
み

を
検
討
す
る
「
歴
史
・
文
化
小
委

員
会
」、
事
業
実
施
会
場
と
の
調

整
や
改
修
が
必
要
な
施
設
の
洗
い

出
し
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
可

御
宿
の
誇
り
あ
る
歴
史
・
文
化
を
広
く
伝
承

住
民
協
働
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ュ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト

能
な
景
観
整
備
な
ど
を
検
討
す
る

「
景
観
施
策
小
委
員
会
」
の
そ
れ

ぞ
れ
で
、
記
念
事
業
に
向
け
た
取

り
組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
出
席
し
た
各
委
員
か
ら

は
、「
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
若
い

世
代
へ
受
け
継
い
で
い
け
る
の

か
」「
多
く
の
企
業
や
事
業
所
な

ど
の
協
力
が
必
要
で
は
な
い
か
」

な
ど
の
意
見
も
交
わ
さ
れ
、
多
分

野
に
わ
た
る
委
員
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

持
ち
寄
ら
れ
た
施
策
の
展
開
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

こ
の
記
念
事
業
を
実
施
し
て
い

く
に
あ
た
り
、
よ
り
多
く
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
魅
力
あ
る

も
の
と
な
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
積
極
的
な
参
加
や

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲▼活発な意見が交わされた 6月 28日の
　　第 1回実行委員会
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の
出
来
事
Town Report

ま
ち

浅間さまの七つ子参りが、6月 29・30日に
行われました。家族に付き添われた子供たち
は、邪気をはらう茅の輪をくぐり、御神前で
神官のお祓いとお祝いの御神酒を受け、健や
かな成長を祈願しました。
また、境内では、お囃子の太鼓が鳴り響き、
参道には金魚すくいやカキ氷などの屋台が建
ち並び、たくさんの人で、賑わいました。

健やかな成長を願い
浅間さま七つ子参り

御宿小学校と御宿中学校の子どもたちが、合同で海岸の清掃活動
を行いました。この活動は、海開き前に、地元のきれいな海岸に誇
りをもって、訪れる方々を迎えるため、実施しているものです。
活動当日の 6月 27日は、夏のような太陽が照りつけるなか、子ど

もたちは汗びっしょりになりながら、約 1時間ゴミ拾いをし、砂浜
をきれいにしました。
御宿の素晴らしい海や砂浜を守るために、子どもたちも協力して

います。

きれいな海を守るための
海岸清掃活動

第 33 回夷隅体育大会の野球競技と水泳競技が 7
月 1日に行われ、御宿町、大多喜町、いすみ市の岬
支部・大原支部・夷隅支部からそれぞれ選抜チーム
が参加しました。
野球では、決勝戦へ勝ち進んだ御宿チームが、10
対 1の大差で夷隅支部チームを下し、昨年につづき
優勝を飾りました。また、水泳の部でも準優勝と御
宿選抜チームが素晴らしい成績をおさめました。

日本を代表する 14 チームが参加し、6月 17日に
御宿中央海岸でライフセービング大会が開催されま
した。この大会は、それぞれのクラブが活動するビー
チを転戦して競い合う、ジャパンライフセービング
スーパーシリーズ全 3戦の開幕戦で、快晴の中央海
岸で、各種目の選手達は熱く競い合っていました。
私たちが安心して海水浴を楽しむことができるの

も、彼らのような頼もしいライフセーバーが、水難
事故防止のため、熱心に監視しているからこそです。

夏の海水浴場の安全に向け
ライフセービング大会開催

夷隅体育大会で好成績夷隅体育大会で好成績
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第 40 回夷隅支部消防操法大会が、6月 24日に大多喜
町多目的広場で開催されました。御宿町からは、各分団
を代表し、第 1分団（久保）がポンプ車操法の部に、第
8分団（実谷・七本）が小型ポンプ操法の部に出場しました。
出場した両分団は、連日の厳しい訓練の成果を発揮し、
素晴らしい操法技術を披露していました。両分団の安全
で確実な操法技術は高く評価され、第 1分団が優秀賞、
第 8分団が敢闘賞を受賞しました。
今回の操法大会を通じて、地域防災体制の主軸である

消防団の迅速・的確な消火技術とチームワークは、私た
ちが安心して生活をする上で、大変心強く感じました。

消防操法技術の競い合い

安定した漁獲量維持のため、今年も 200kg のアワビの種苗放流が 6月 19日に
行われました。放流当日は、組合の方が潜水服を身にまとって、水深 13 ～ 14m
まで潜り、大切にアワビの種苗を放流していました。

以前は 1日 4 トンの水揚げがあったアワビも平成になっ
てから漁獲量は大きく落ち込み、現在では、年間で 4トン
程度の水揚げとなっています。そして、現在漁獲されるア
ワビのうち、約 4割は、放流により育成したものです。今
では、このアワビの種苗放流は、水産資源維持のための重
要な取り組みとなっています。
水揚げできる 12cm 以上の大きさになるには、３～ 4年
かかるそうですが、御宿の磯根環境で、豊富な海草をエサ
に大きく成長する事を願っています。

アワビの種苗放流を実施～つくり育てる漁業の推進～

防ごう犯罪と非行 助けよう立ち直り  ―社会を明るくする運動―

出場要員（敬称略）

指揮者 吉野　健一
1番員 君塚　大弘
2番員 吉野　昌宏
3番員 吉野　敏明
補助員 吉田　和幸

指揮者 松本　秀樹
1番員 田仲　信之
2番員 渡邉　純一
3番員 田中雄一郎
4番員 永野　安隆
補助員 松本　賢一

第 8分団 
小型ポンプ操法の部

第 1分団
ポンプ車操法の部

社会を明るくする運動夷隅地区大会が 7月 6日に御宿町公民館で社会を明るくする運動夷隅地区大会が 7月 6日に御宿町公民館で
開催されました。この運動は、犯罪や非行の防止と罪を犯した人た開催されました。この運動は、犯罪や非行の防止と罪を犯した人た
ちの更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、ちの更生について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、
犯罪のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。犯罪のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。
本大会には、夷隅郡市内の約 300 名が参加し、「長期受刑者への本大会には、夷隅郡市内の約 300 名が参加し、「長期受刑者への

宗教教誨活動を通して」をテーマとした講演が行われるなど、地域宗教教誨活動を通して」をテーマとした講演が行われるなど、地域
が一体となって、犯罪・非行防止に取り組む大変有意義な啓発運動が一体となって、犯罪・非行防止に取り組む大変有意義な啓発運動
が実施されました。が実施されました。



※応募資格 ・条件を満たしていれば、 各種募集種目の併願受験は可能です。
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応募種目 応募資格 受付期間 試験期間 合格発表 入（校）隊 待遇・その他

航空学生
（パイロット）

高卒
（見込含）
21歳未満の者

8月1日
から
9月7日

1次：9月22日 1次：10月 5日

平成 20年
3月下旬
から
4月上旬

入隊後約 6年で
3等海空尉（幹部）
に昇任

2次：10月13日から18日 2次：11月1日

3次：11月11日から12月 7日 最終：平成 20年
1月 25日

一般曹
候補生

18歳以上
27歳未満の者

1次：9月17日 1次：10月1日 入隊後 2年 9月以
降、選考により
3等陸海空曹2次：10月 5日から12日の内1日 最終：11月14日

2等
陸海空士

男
子
平成 20年 3月
高等学校等卒
業予定者

9月18日以降で 1日を予定 試験時にお知ら
せします

陸上（技術系を
除）は 2年。陸
上（技術系）、海
上・航空は3年を
1任期で勤務

女
子
18歳以上 27歳
未満の者 9月24日・25日 最終：11月16日

男
子
18歳以上 27歳
未満の者

年間を通
じ行って
います

受付時にお知らせします 試験時にお知ら
せします

採用予定通
知書でお知
らせします

自衛官を募集 防衛省では、以下のとおり自衛官を募集しています。

http://www.akiba-denki.net/ 

312
68-2157 

PANA
クレール

サン・フランシスコ号漂着400周年　メキシコ記念塔建立80周年　記念事業

国際文化
交流 黒沼ユリ子　ヴァイオリン・リサイタル

９月９日（日）　午後２時開演　御宿町公民館（入場無料）
９月８日（土）　■メキシコ料理教室 ・・・・・・午後２時から 公民館調理室　
　　　　　　　■文 化 交 流 会 ・・・・・・午後３時 30分から 公民館大会議室　

メキシコとの交流発祥の地「御宿」で、日本とメキシコの友好に貢献され、国際的に活躍されて
いるヴァイオリニスト「黒沼ユリ子」さんの公演が催されます。当日の入場には限りがありますので、
あらかじめご了承ください。　　　　　 　　　【問い合わせ】御宿町教育委員会　0470－ 68－ 2514
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健康健康健康健康健康
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント
ワンポイ

ント 食中毒を防ぎましょう！
　湿度の高くなる梅雨の時期から秋にかけて、『食中毒』が発生しやすくなります。
　食中毒は、有害な物質を含んだ食べ物を摂取することにより起こる中毒で、多くはおう吐や下痢、腹
痛、発熱などの症状を起こします。有害な物質とは、ふぐ毒、細菌、薬品など、さまざまなものがあり
ますが、細菌による食中毒が大半を占めています。細菌は、高温多湿な環境を好むものが多いため、こ
の時期に増殖しやすく、そのため食中毒が発生しやすくなるのです。
　食中毒というと、レストランや旅館などの飲食店、学校などの集団給食での食事が原因と思われがち
ですが、毎日食べている家庭の食事でも発生しています。
　しかし、家庭での発生では症状が軽かったり、発症する人が１人や２人のことが多いことから風邪や
寝冷えなどと思われがちで、食中毒と気づかない場合もあります。お年寄りや小児などは抵抗力が弱い
ため、重症になったり、死亡するおそれもありますので、家庭においても食中毒には十分注意しましょう。

ONJUKU 2007. 7

１．食品の購入

●生鮮野菜の購入は新鮮なものを。
●肉や魚などは、水分がもれないようにビニー
ル袋などにそれぞれ分けて入れる。
●冷蔵や冷凍など、温度管理の必要なものの購
入は買い物の最後に。

３．下　準　備

●ふきんや調理器具はこまめに消毒して清潔に。
●調理の前や、肉・魚・卵を取り扱った後、トイレ
に行った後などは、必ずせっけんで手洗いを！
●野菜などは流水でよく洗って使用する。
●冷凍のものは使うだけ解凍し、すぐ調理を。解
凍と冷凍の繰り返しはしない。

●使用後のタワシ、スポンジはすぐに
洗剤と流水でよく洗う。

５．食　　事

●盛りつけは清潔な手で、清潔な器具を使い、
清潔な食器に。

●温かい料理は温かく、冷たい料理は冷たくし
ておく。
●調理前、調理後の食品は、室内に長く放置し
ない。

２．家庭での保存

●冷蔵・冷凍の必要な食品は、すぐに冷蔵・冷凍
庫へ。

●冷蔵・冷凍庫の詰めすぎに注意！（目安は７割
程度）

●肉や魚は、肉汁などが漏れないように、ビニー
ル袋に入れて。

４．調　理

●包丁やまな板などの調理器具は、肉や魚を扱う
ものと野菜等を扱うもので区別を。
●加熱調理の際は、中心まで温度が上がるように。
（中心温度７５℃以上で１分間以上）
●料理を途中でやめる場合は、
　室内に放置しない。

６．残った食品

●残った食品を冷蔵・冷凍庫に保存する場合は、
早く冷えるよう浅い容器に小分けにして。

●残った食品を温め直すときは、十分に加熱を！
●時間が経ちすぎたり、ちょっとでもあやしい
と思ったら、口に入れず思い切って捨てる。
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く
ら
し

く
ら
し
の

く
ら
し

く
ら
し
の

く
ら
し
の

情
報
情
報
情
報
情
報
INFORMATION

若
年
者
の
た
め
の

若
年
者
の
た
め
の

職
業
訓
練
生
募
集

職
業
訓
練
生
募
集

（
９
・

（
９
・
1010
月
生
）

月
生
）

　

専
門
学
校
で
３
ヶ
月
、
職
場
実

習
で
１
ヶ
月
の
、
就
職
に
有
利
な

組
み
合
わ
せ（
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ

ム
）
訓
練
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま

す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

▼
対　

象

　

お
お
む
ね
35
歳
以
下
で
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
の
申
し
込

み
を
し
て
い
る
方

▼
訓
練
コ
ー
ス
・
会
場

○
９
月
生（
訓
練
期
間
）

９
月
３
日
〜
12
月
27
日

①
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
科

　

千
葉
情
報
経
理
専
門
学
校

　
（
京
成
線
千
葉
中
央
駅
か
ら
徒

歩
１
分
）

②
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
技
術
者
養
成
科

　

Ｔ
Ｐ
Ｓ
キ
ャ
リ
ア
カ
レ
ッ
ジ

（
Ｊ
Ｒ
成
田
線
布
佐
駅
か
ら
徒

歩
13
分
）

◇
募
集
期
間７

月
６
日
〜
８
月
10
日

○
10
月
生（
訓
練
期
間
）

10
月
１
日
〜
１
月
31
日

③
オ
フ
ィ
ス
パ
ソ
コ
ン
科

　

明
生
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

（
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
・
武
蔵
野
線
新

松
戸
駅
か
ら
徒
歩
６
分
）

④
介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス
科

　

ま
ご
こ
ろ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｊ

Ｒ
常
磐
線
・
武
蔵
野
線
新
松
戸

駅
か
ら
徒
歩
４
分
）

⑤
Ｐ
Ｃ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
実
務
科

　

ア
ス
ク
ｅ
カ
レ
ッ
ジ
千
葉
校

（
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
か
ら
徒
歩
３
分
）

◇
募
集
期
間８

月
10
日
〜
９
月
７
日

▼
定　

員

　

各
20
人

▼
受
講
料

　

無
料　

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
・
保
険
代
な

ど
が
必
要
で
す

▼
申
込
方
法

　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
申

し
込
み

▼
問
い
合
わ
せ

　

①
⑤
に
つ
い
て
は
、

　

市
原
高
等
技
術
専
門
校　

　

℡
０
４
３
６（
２
２
）０
４
０
３

〒

募　  
集

「
ち
ば
仕
事
プ
ラ
ザ
」
を

「
ち
ば
仕
事
プ
ラ
ザ
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い
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「
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
し
た

い
」と
願
う
女
性
や
、「
生
涯
現
役

で
元
気
に
働
き
た
い
」と
望
む
シ

ニ
ア
世
代
の
た
め
に
、キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
あ
な
た
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。相
談
は
無
料
で

予
約
制
で
す
。

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.techpyra.jp

）

▼
問
い
合
わ
せ

　

千
葉
市
美
浜
区
幕
張
西

４
‐
１
‐
10

　

ち
ば
仕
事
プ
ラ
ザ

　

℡
０
４
３（
２
７
３
）４
５
１
０

お
知
ら
せ

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

〜
食
育
講
座
〜

〜
食
育
講
座
〜

　

親
子
の
調
理
を
通
し
て
、正
し

い
「
食
」の
あ
り
方
に
つ
い
て
考

え
る
講
座
で
す
。

　

近
年
、正
し
い
「
食
」の
知
識
を

身
に
つ
け
、食
生
活
の
大
切
さ
を

理
解
す
る
「
食
育
」の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。親
子
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
機

会
に
も
な
り
ま
す
。

▼
対　

象

　

小
学
３
〜
６
年
生
の
児
童
と

そ
の
保
護
者

▼
日　

時　

　

９
月
９
日　

10
時
〜
14
時

▼
内　

容

　

マ
ド
レ
ー
ヌ
・
ク
ッ
キ
ー
作
り

▼
定　

員

　

18
組
36
人
（
申
込
多
数
抽
選
）

▼
参
加
費

　

１
組
２
，０
０
０
円

▼
申
込
方
法　

　

官
製
は
が
き
を
１
枚
持
参
の
う

え
来
所
す
る
か
、往
復
は
が
き
に
、

希
望
講
座
名
を
明
記
の
上
、郵
便

番
号
・
住
所
、親
子
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、電
話
番
号
、子
ど
も
の

年
齢
、返
信
用
あ
て
先
を
書
い
て

郵
送

▼
締
め
切
り　

　

８
月
26
日　

必
着

▼
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

柏
市
柏
の
葉
４
‐
３
‐
１

　

さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ
ラ
ザ

　

℡
０
４（
７
１
４
０
）８
６
１
５

　

②
③
④
に
つ
い
て
は
、

　

我
孫
子
高
等
技
術
専
門
校

　

℡
０
４（
７
１
８
４
）６
４
１
１
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潮
の
目
が
さ
だ
か
な
ら
ず
の
梅
雨
の
海

潮
の
目
が
さ
だ
か
な
ら
ず
の
梅
雨
の
海  

嵯
峨　

通
恵

嵯
峨　

通
恵

は
ゝ
想
ふ
と
き
あ
ぢ
さ
ゐ
の
白
き
こ
と

は
ゝ
想
ふ
と
き
あ
ぢ
さ
ゐ
の
白
き
こ
と  

大
曽
根
利
枝

大
曽
根
利
枝

戸
袋
に
引
か
ぬ
戸
の
あ
り
走
り
梅
雨

戸
袋
に
引
か
ぬ
戸
の
あ
り
走
り
梅
雨  

鶴
岡　

徳
治

鶴
岡　

徳
治

子
宝
を
得
て
新
緑
の
宮
参
り

子
宝
を
得
て
新
緑
の
宮
参
り  

岡
本　

俊
康

岡
本　

俊
康

鉢
植
を
倒
し
て
去
り
し
は
た
ゝ
神

鉢
植
を
倒
し
て
去
り
し
は
た
ゝ
神  

小
野　

玲
子

小
野　

玲
子

六
月
の
稜
線
く
つ
き
り
落
暉
か
な

六
月
の
稜
線
く
つ
き
り
落
暉
か
な  

岡
山　
　

守

岡
山　
　

守

降
り
さ
う
で
降
ら
ぬ
空
あ
り
濃
あ
ぢ
さ
ゐ

降
り
さ
う
で
降
ら
ぬ
空
あ
り
濃
あ
ぢ
さ
ゐ  

押
元　

益
枝

押
元　

益
枝

畑
に
鍬
置
き
し
ま
ゝ
な
る
梅
雨
の
入
り

畑
に
鍬
置
き
し
ま
ゝ
な
る
梅
雨
の
入
り  

古
川　

範
男

古
川　

範
男

灯
台
の
ひ
か
り
は
淡
し
梅
雨
の
候

灯
台
の
ひ
か
り
は
淡
し
梅
雨
の
候  

岡
田
ま
さ
し

岡
田
ま
さ
し

俳句愛好会俳句愛好会【御宿俳壇】【御宿俳壇】
兼題（梅雨）兼題（梅雨）※兼題とは、俳句の題のこと※兼題とは、俳句の題のこと

の
ぼ
り
ゆ
く
雲
に
一
閃
梅
雨
明
け
る

の
ぼ
り
ゆ
く
雲
に
一
閃
梅
雨
明
け
る  

桜
谷　

敬
蔵

桜
谷　

敬
蔵

ま
だ
出
来
ぬ
こ
ゝ
ろ
構
へ
の
梅
雨
入
り
か
な

ま
だ
出
来
ぬ
こ
ゝ
ろ
構
へ
の
梅
雨
入
り
か
な  

大
谷　
　

仲

大
谷　
　

仲

鎌
倉
の
明
月
院
や
額
の
花

鎌
倉
の
明
月
院
や
額
の
花  

姫
野　

千
晴

姫
野　

千
晴

山
合
ひ
の
瀬
音
は
高
く
明
易
し

山
合
ひ
の
瀬
音
は
高
く
明
易
し  

秋
葉
喜
美
江

秋
葉
喜
美
江

老
鶯
の
声
澄
み
通
る
最
明
寺

老
鶯
の
声
澄
み
通
る
最
明
寺  

福
薗
千
鶴
子

福
薗
千
鶴
子

日
盛
や
老
婆
手
庇
し
て
出
ら
れ

日
盛
や
老
婆
手
庇
し
て
出
ら
れ  

菊
池　

武
夫

菊
池　

武
夫

惜
し
み
な
く
彩
る
今
日
の
七
変
化

惜
し
み
な
く
彩
る
今
日
の
七
変
化  

石
田
ゆ
き
緒

石
田
ゆ
き
緒

第
１
句
目
、
潮
の
動
き
を
見
た
作
者
の
写
生
の
ち
か
ら
。

第
２
句
目
、あ
り
日
の
母
を
偲
ぶ
作
者
の
心
情
。
第
３
句
目
、

梅
雨
と
い
ふ
現
象
。（
石
田
）

編 集 記後
　梅雨入りした 6月中は、晴天が続いていましたが、
7月に入ってからは、天候がすぐれず、海開き、プー
ル開き共に雨の中での取材となってしまいました。し
かし、訪れた方々は、待ち望んだオープンに笑顔で
楽しんでいたのが印象的でした。
　花火大会やビーチバレーなど、これから夏のイベン
トが控えています。晴天になることを願い、取材でた
くさんの方、たくさんの笑顔に会えることを楽しみに
しています。（椎名）

人の動き
8,161人（－6）男 3,875人  女  4,286人
世帯数 3,412  （平成19年6月30日）

御宿分署の出動状況
火災件数 １　救急件数 28
平成19年6月中

交通事故発生状況
発生件数 18　死者数 0　負傷者数 23
（平成19年1月1日～7月1日現在）

町民バス利用状況
乗車人数 211（1,135）
平成19年6月中（　）内は１月からの累計

ダムの貯水状況
貯水率 100%　有効貯水量 579,000㎥　
 （平成19年6月20日現在）

慶弔（6月届）
出生 2　死亡 15
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8月 2日（木）
第 20回

おんじゅく花火大会

た
く
さ
ん
の
方
の
協
力
に
よ
り
、
今
年
も
花
火
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

御
宿
の
花
火
大
会
は
、
近
隣
で
も
特
に
注
目
さ
れ
、
毎
年
、
大
勢
の
人
で
賑
い

ま
す
。
海
岸
な
ら
で
は
の
水
中
花
火
や
花
火
師
の
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
創
作
花
火
な

ど
も
随
所
で
予
定
さ
れ
て
い
て
、
見
所
い
っ
ぱ
い
で
す
。

夏
の
夜
を
彩
る
鮮
や
か
な
花
火
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

夜 ８時打ち上げ開始
開催場所：御宿中央海岸
（荒天時は翌日に順延）

今年の夏も
みんなの夢が広がります。

▲

花
火
が
始
ま
る
前
か
ら
、
立
ち
並
ん
だ
屋
台
と
詰
め
か
け
た

見
物
客
で
会
場
は
活
気
に
あ
ふ
れ
ま
す


